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第三小: lE閥、のf，'， i(i と J~υll
第2章遺跡の位置と環境
地理的環境
大山は、標高 1711mの中間地方|誼ーーの山さを"守る成層複成火山である J この地域には、大山を
はじめとする火山起源の火山川が広がっており、その・つに火山以起源の土壌がI{;什位同去を含イ{し黒
色となった L層(忠ボク)があり、標I百470m-490mの地i市で堆慣している (IJI'J:1984) ， 
J 1: i走中:里遺跡;は、 烏取l県巨引[J件阿1札叫L可i1官伯i白1郡f伯白香町j大(1叫ir止、





ない 11・同同IH11器文化談話会のl!l行器1¥ Jて資料集成(第 211日|巾・四凶 111 行出丈化談 liA- 会 ~M
20(4) によると、その分布は大山阿産をqJ心とし、組文時代草有IJ期には県阿部に分布の中心が移る
ようである u 有~，)~頭器やナイフ 71ラィ î G~などが 11'1 ↑，)宣物の例として挙げられる l
縄文時代 大山裾野には組丈1寺代の遺跡が集11しており、その多くが洪積台地十回状地卜.の棟内
20 ~ 50m地点に存在している l 早期の代夫(I{]なi立跡である1-.福万遺跡(米子l!iJでは、集イ1J宣構
ぺJtl葬胞i設と考えられるート.棋が多数検出されている l また、日久美遺跡をrfl心と Lた1+i毎同j立の遺
跡からは、前期初頭、中則にかけて多数の動物泣体が出土している中期の林ヶ!ボ遺跡や細 12ti立
同;ではU'jfI哉火が検出されている j 後期j には、 l十j川追跡や大塚遺跡で集落が検出されている，~ 晩期で
は多くの落とし穴が検出され、青木造跡(米 fけi)では、 238，悼の落とし穴が検出されているし臼
1¥( ~rlぐ開 11古文化財センター 1988) リ
弥生時代 大伴ーからの稲作の伝米により、 H イ~ijlJ ):0の生活は前代から変化していく前期は、 [J久
た遺跡で水旧跡が検出され、 J昔本遺跡(同1(郡市部1可)では、 V7状に深く拍{られたi去が検出され
ているIfl期以降になると、妻木H免川遺跡(rJtj 1(1 Ifr;大1町)で、日免出丘陵全域を利mした集落が形
成される l この遺跡からは、大註の鉄時が出 1'，する 1-，、 PLI 隅突m理~It責任草といった独nの墓ilJも件
まuるようになるけ
古墳時代 近畿地方において前万佐P1墳が築造され始めた頃、古備との交流ルートにあたると忠わ
れる米r干町に前方後円墳が作られる" tij期は、!?段、IJ':1 i}墳(内.伯郡市部IllJ で:向縁神獣鋭が




卜_ií[I~& 午跡は、金堂周辺から多くの彩色仏教問 plJj. ij担保片が山土していることや、特異な伽車内d




縄文時代 早期に同する111三押型丈の L出ハー がi十JfJ;{遺跡や長山第 I遺跡で出 Lしている l 片山第 l
i立跡では、ネガテイブな1'11明文上器も It¥1:しており、縄文時代早期前葉から前期十)J0Jlの '1二川 ~JF を f'I'.
';.沖r御前島
1.井後草里遺跡、 2. 門前第2遺跡 3.上福万遺跡、 4.青木遺跡 5. 林ヶ原遺跡
6.大塚遺跡群 7.南川遺跡 8.細工塚遺跡 9. 目久美遺跡 10.諸木遺跡
11.妻木晩田遺跡、 12.長山遺跡群 13.南原遺跡 14.普段寺l号墳 15.鏡塚古墳
16.岩屋古墳 17.殿山古墳 18.大寺廃寺 19.坂中廃寺 20.上淀廃寺
第1図 鳥取県西部地域主要遺跡地図 (S=lI200，000) 
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調査の経過 8月17日・ 18日、 2∞7年度調査時にGPSで落とした既存の杭の確認をおこなった。
この杭を元に新たな杭を設定した。
トレンチ肩の国土座標 ※第4・5トレンチのみ記載
第4トレンチ南東隅 x = -73258.383 Y =ー 76273.401
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層番号 層名 しまり 粘性 備考
土色マン
セル記号
I 黒褐色土層 弱し、 弱い 表土。 7.5YR3/1 
E 黒色粘質土層 やや強い やや強い 黒ポク上層。遺物包含層。 2.5Y2/1 






V 黄燈色粘質土層 やや強い 強し、 ローム層。 lOYR8/8 





















から 0.40x 1.00mのタチワリを入れたところ、断面から遺構の一端と考えられる S1が検出された。
全面的な掘り下げはN層にあたる 13層上部まで行い、南壁沿い西壁側から 0.50-1.00mの地点で





検出遺構 5基のピットと l基の大型遺構を確認した(第8図)。 いずれも平面においては判別が
難しかったが、断面から判断した限りでは 12層上面から 13層上部にかけて掘りこまれている。P1













出土遺物 遺物は トレンチ全体で合計66点出土している。縄文早期土器片は、 3層から 4点出土
した。縄文後・晩期土器片は3層から 5点、 P4内埋土より l点、 P5内埋土より粗製深鉢の口縁部
がl点出土している。その他時期不明の縄文土器片は 1-2層から 6点、 3層で39点、 Sl内埋土













晩期の遺構が広がると考えられる。 (服部) 写真3 第4トレンチ南東部遺構検出状況
写真4 第4トレンチ西壁 写真5 第4トレンチ P2半裁状況
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層番号 IIIs しまり 粘性 .宥 土色マンセル記号
黒褐色土層 弱い 弱い 事土。基本層"のI層と対応. 1.5YR3!l 
2 褐色混じり銅色土層 やや強い やや強い 第2次銅壷第lトレンチの5111と対応. lOYR2I2 
3 黒色粘質土層 やや強い やや強い 県~ク上層. 基本層序のE層と対応. 2.5Y2Il 
4 赤銅色土層 やや強い やや強い ピット坦土.5聞大の淡黄色町腐をまばらに青む。 2.5YR2Il 
5 暗黒褐色土層 やや強い 強い 黒ポタ下腸.基本層序のE層と対応. lOYR3/1 
6 暗褐色土層 やや強い やや強い 遺構寝土か. lOYR3/3 
7 オリープ褐色土層 強い やや強い 温欄糧土か. 2.5Y4/3 
8 黒色濃じり賀褐色土層 強い やや強い 1岨程度の貰縄邑のクサレーーを多〈青む.基本珊序の 2.5Y5/4 1V1IIと対応。
9 黄檀色粘置土層 やや強い 強い ローム11.基本層序回VIIと対応. lOYR8/8 























た。また、直径約 5~ 20cmの自然、石が5層から 3




































































































































































































































































挿図 器種 部位 焼成
調整 色調
番号 外面 内面 外面 断面 内面
胎土 備考
12-1 探鉢 不明 やや不良 撚糸文 ナデ 2.5Y4/2 5Y6/1 5Y4/1 0.1-0.3間程度の白色粒・黄色粒・赤色粒をまばら暗灰賞 灰 灰 に含む。
2.5Y6/2 IOYR6/2 lOYR4/1 0.1間程度の石英を多〈含む。12-2 不明 不明 やや不良 撚糸文 0.5 -1.5回程度の白色絵を多く含む。灰貧 灰貧縄 禍灰 0.1-0.5回程度の黒色粒をまばらに含む。
12-3 深鉢 口縁部 やや良好 楕円押型文 柵状文 lOYR7/4 5Y4/1 2.5Y4/1 。1-02畑程度の白色粧・黄色粒をまばらに含む。にぷい貧m 灰 賞灰
12-4 深鉢 胸部 やや良好 楕円押型文 ナデ 10YR7/4 5Y6/1 5Y7/1 。1II1II程度の白色粒をまばらに含む。にぶい賞糧 灰 灰白
12-5 深鉢 網都 不良 楕円押型文 10YR7/4 5Y4/1 10YR7/3 l伽m程度の石英・白色粒をまれに含む。にぷい賞者 灰 にぷい質密
12-S 深鉢 胸部 やや良好 楕円押型文 ナデ? 7.5YR6/6 2.5Y6/3 5YR6/8 0.1醐程度の黒色粒を多く含む。
桓 にぶい賛 燈 0.1-2加 1程度の灰白色粒をまれに含む。
12-7 深鉢 胴部 やや不良 楕円押型文 2.5Y7/4 2.5Y5/2 2.5Y7/3 O.lmm程度の石英・白色粒を多く含む。浅黄 時灰貧 浅黄 0.5醐程度の黒色粒をまれに含む。
12-8 深鉢 胴部 やや良好 楕円押型文 ナデ 7.5YR7/6 10YR6/2 5Y6/1 0.1，回程度の石英・白色粒を多く含む。極 灰賞褐 灰 0.5mm程度の黒色粒をまれに含む。
12-9 深鉢 胴部 やや良好 楕円押型文 ナデ 7.5YR6/6 lOYR6/6 IOYR6/4 1.0-2印加程度の白色粒をまばらに含む。櫨 明賞掲 にぷい賞極










13-1 粗製深鉢 口縁部 良好 条痕 lOYR6/4 5YR6/6 含む。ナデ 橿 にぷい賞裡 積 0.3 -2.0回程度の白色粒・灰白色粒・赤色粒
をまばらに含む。
13-2 粗製深鉢 口縁部 やや不良 ナデ ナデ 2.5Y7/4 2.5Y6/3 2.5Y7/4 
O.l-1.Omm程度の石英を多く含む。
浅黄 にぶい賞 浅黄 O.lnvn程度の角閃石を多く含む。l伽m程度の白色粒をまばらに含む。
13-3 粗製深鉢 口縁部 良好 ナデ 10YR6/4 lOYR5/4 lOYR4/1 1.0胴程度の灰白色粒を多く含む。にぷい黄禍 にぷい黄禍 褐灰
13-4 粗製漆鉢 頚剖i 良好 ナデ ヘラケ 10YR4/2 lOYR3/1 10YR2/1 0.2-1.2mm程度の白色粒を含む。ズリ 灰黄禍 黒褐 黒 0.1聞程度の黒色粒・白色粒をまばらに含む。
13-5 粗製漂鉢 胴都 良好 条痕 ナデ 2.5Y3/2 lOYR4/3 10YR5/6 1.0 -2.Omm程度の灰白粒をまばらに含む。黒褐 にぷい質褐 黄禍 0.5-1伽m程度の黒色粒・白色粒を多〈含む。
13-6 粗製深鉢 胴部 良好 ナデ 条痕 10YR7/3 2.5Y7/4 2.5Y8/3 0.1-2.0皿程度の石英を多〈含む。にぷい黄樟 浅黄 淡黄 0.3 -0.5回程度の黒色栓をまれに含む。





13-8 精製浅鉢 胴部 良好 ケズリ、 研磨 7.5YR4/1 7.5 YR3/1 7.5YR712 研磨 褐灰 黒褐 明褐灰 0.5-1伽m程度の白色粒をまばらに含む。 黒色麿研土器





13.10 粗製深鉢 底部 良好 ナデ ナデ 10YR6/2 2.5Y7/3 2.5YR6/6 0.2-1.2回程度の白色粒を含む。





番号 外面 内函 外面 断面 内面
胎土 備考
15-1 不明 胸部 良好 10YR7/4 10YR6/3 lOYR6/4 0.1醐程度の石英を多〈含む。にぷい賀燈 にぷい貧種 にぶい黄極 0.5醐程度の白色粒をまばらに含む。
15-2 不明 胸部 良野 ナデ 7.5YR3/7 10YR5/3 10YR5/2 0.2 -2伽mの砂粒をまばらに含む。にぷい橿 にぶい貧褐 灰黄禍






15-4 費または壷 胴下半部 良好 ナデ ケズリ 10YR7/4 10YR7/3 7.5YR7/6 O.lmn程度の黒色粒・白色粒をまれに含む。にぷい黄糧 にぷい賞糧 権 0.5 -2伽m程度の白色粒・灰白粒を多く含む。
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第4トレンチ 第5トレンチ 第6トレンチ 第7トレンチ 合計
縄文早期土器片 4 5 2 12 
縄文後・晩期土器片 7 。 7 15 
弥生土器片 7 。 1 9 
時期不明土器片 46 6 3 2 57 








軍 ロ&口四ロ由. .a EK.a 白ロ ・ qロロ






































遺構は、第4トレンチでピット 5基と遺構 (Sl)をl基検出した。 P4.P5内埋土からは縄文後・
晩期土器片が出土した。このことからこれら 2基のピットは縄文後 ・晩期のものであると考えられ






このほかに第5トレンチでピット 1基、第6トレンチでピット 2基、第7トレンチでピット l基
を検出しているが、いずれのピットからも遺物は検出きれていない。







































































標高(m) 層準 詰国P 14C補年正代値(15叩C~ïE1W) 灼熱減量(%)
.2 凡例
.3 
日 極粗粒砂州昆じり.4 1500+1・30BP 
470.0-・. ・1 .5 .6 4130+/・40BP 腐植
.7 Zコ 土壌形成.8 5360+/・40BP 
.9 
1 
日 灰.10 5440+/・40BP 
:た • 1 図 植物遺体.12 
回 根 板跡IV 10 20 30 40 




































津久井雅史 (1984)大山火山の地質地質学雑誌. 90 (9). 643-658. 
松本直子編 (2∞8)井後草里遺跡第2次発掘調査報告書，岡山大学文学部考
古学研究室.
S. ]. GaJe and P. G. Hoare (1993) Quaternary Sediments: Petrographic 







井後草里遺跡、は、鳥取県西伯郡伯香町大滝字井後草里948(北緯350 19' 56"、東経 1330 29' 54") 
に所在し、大山の西南山麓、大江川と白水川の聞に形成された扇状地に立地する。測定対象試料
は、黒色粘質土層出土土器付着炭化物 (IGZR'ωP-1:IAAA-90989)、黒色粘質土層の土壌 (IGZR'



























( 1 )年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Stuiverand Polash 1977)。
? ?? ?







( 4) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C濃度の割合である。
(5 )暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、
過去の 14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に





タベース (Reimeret al 2004) を用い、 OxCalv4.l較正プログラム (BronkRamsey 1995 
Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey， van der Plicht and Weninger 2001)を使用した。
6 測定結果
土器内面付着炭化物IGZR'09P-1の14C年代は1960:t30yrBPで、弥生時代後期頃の年代を示した。







処理 a 13C (~ ) a 13C補正あり測定番号 試料名 採取場所 試料形態 方法 (AMS) Libby Age (yrBPl pMC (%) 
IAAA-筑1989 IGZR'ωP-l 黒色粘質土層 土器片付着炭化物 AaA .26.53 :l: 0.61 1.960土 30 78.38土 0.30
IAAA.鉛使狗 IGZR'09Locl-4 黒色粘質土層 土寝 HCl -24.19 :l:0ω 1.5∞土 30 83∞土 0.33
IAAA.引刃91 IGZR'ωLocl-6 暗黒褐色土層 土壌 HCl .24.44土 0.49 4.130土 40 59.83 :l: 0.27 
lAAA司筑ゆ92 IGZR'ωL∞1.8 暗黒褐色土層 土壊 HCl .23.32 :l: 0.52 5.3ω 土 40 51.30 :l: 0.24 





暦年較正用 (yrBP) lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age (yrBP) pMC (%) 
IAAA-卯989 1.980 :! 30 78.14 :!0.29 1.956 :! 31 5AD -76AD (68.2%) 39BC -90AD (88.8%) l∞AD -124AD (6.6%) 
IAAA-90990 1.480 :! 30 83.14 :!0.31 1.496 :! 31 545AD -603AD (68.2%) 442AD・484AD(62%) 533AD -642AD (89.2%) 
2859BC -2809BC (20.6%) 2日372BC-2801BC (25.5%) 
IAAA-90991 4.120 :! 40 59ω:!: 0.26 4.125土 36 幻54BC・2721BC(13.6%) 2792BC -2787BC ( 0.8%) 
2703BC -2623BC (34.0%) 2780BC -2579BC (69.2%) 
4321BC・4293BC(12.8%) 
4265BC -42幻BC(22.1%) 4328BC -4281BC (17.3%) 
IAAA-卯992 5.330 :! 40 51.48 :! 0.23 5.361 :! 37 4203BC -4167BC (18.9%) 4274BC -4148BC (52.0%) 
4129BC -4116BC ( 4.9%) 4135BC -4053BC (26.1%) 
ω99BC -4075BC ( 9.6%) 




Stuiver M. and Polash H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data. Radiocarbon 19.355-363 
Bronk Rarnsey C. 1ω5 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program. Radiocarbon 37(2). 425-430 
Bronk Rarnsey C. 2∞1 Development of the Radiocarbon Prograrn OxCal. Radiocarbon 43(2A). 355-363 
Bronk R国R配 yC. van der Plicht Jωd Weninger B. 2001 'Wiggle Matching' radiocarbon dates， Radio印 rbon43(2A)， 381-389 
Reimer. P.]. et al. 2∞4 IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration. 0-26cal kyr BP， Radiocarbon 46， 1029-1058 
? ? ? ? ? ?
』? ? ?
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依料No， l 4 6 8 10 12 
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津久井雅史(1984)大山火山の地質 地質学雑誌.90 (9). 643-658 


























































































































































杉山真二(1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史ー第四紀研究.38 (2). p.109.123. 
杉山真ニ (2α氾)植物珪酸体(プラント・オパール) 考古学と植物学 同成社. p.l89.213 
杉山真二 (2001)テフラと植物珪酸体分析.月刊地球.23. p.645-650. 
鈴木貞雄 (1996)タケ科植物の概説.日本タケ科植物図鑑衆海書林. p.8-27. 
高槻成紀 (1992)北に生きるシカたちーシカ、ササそして雪をめぐる生態学へどうぶつ社.
藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)ー 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法一.考古学と自然科学.9. p.l5-29 
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土壌試料は、それぞれ1g (乾重)を常温の室内で水酸化カリウム溶液 (10%. 48時間)、過酸
化水素 (6%・ 12時間)、フッ化水素酸 (50%・24時間)により処理することにより微粒炭を抽出
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P 1¥.0 1QOJ.lm 
写真-1 微粒炭 Type1 写真ー 2 微粒炭 Type2 
050 190μm 
p 5;0 1COJ.lm 
院総;ジ可|
匝惑い..・、 ，. 
写真ー 3 微粒炭 Type3 写真-4 微粒炭 Type4 
???
。甲 1QOttm
















































Clark. J .S.(1988)・Particlemotion and the theory of charco剖an剖ysisωurcearea， transport， deposition and sampling. Quaternary Research 
30.67-80. 





















































































北緯 350 20' 12.5" 
東経 1330 29' 29" 













発行者 岡山市津島中3-1 -1 
岡山大学文学部考古学研究室
印刷所 総社市真壁871-2 
サンコー印刷株式会社
